
【HIUブレイン】

操作説明書

「HIUブレイン」は、AI講師とのチャット形式で授業を進める学習支援システムです。

POLITEへログイン後、受講科目のコース上にある専用リンクから起動できます。

本書では、HIUブレイン起動後の操作方法について説明します。
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起動後画面

科目の初期起動時には、科目の前提知識を確認するための質問ウィンドウが開きます。

該当項目にチェックを付けて「送信」ボタンを押すと、学習レベルが判定されて次の画面に進みます。
（チェックなしや「キャンセル」でも画面遷移は同じ）

同じ科目で２回目以降の起動時は、画面表示された案内にしたがって、過去の受講履歴を選択して再開
するか、授業回選択画面から受講回を選択して学習を開始してください。
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授業回選択画面

科目の講義回（単元）を選択します。

初回起動時など、既存の学習スレッドがまだ
ない時は「キャンセル」ボタンは無効化され、
授業回の選択が必須となります。
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登場人物（AI）

実在する教員の知識と指導スタイルを持っており、講義解説や
質問応答を行います。3D講師も表示できます。講師

クラスメイト

Takuya

クラスメイト

Manami

アシスタント

プログラム
実行完了

根はまじめですが、そっけない返答することが多い級友です。

優しく優等生タイプ、学習上のポイントなどを助言してくれます。

一部の科目では、アシスタントが出席します。
講義の流れに沿って、プログラムの作成や実行をサポートします。

プログラムの実行が終わると、吹き出しが赤くなってお知らせし
ます。(クリックすると実行結果が表示されます)
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講義画面の構成と講義の進め方

会話メニュー
・履歴の表示
・新規会話

シーン(背景)
切り替え

クラスメイトの出欠
(クリックで出席/欠席
を切り替えられる)

学生メニュー
(あなたの)
・習熟度表示
・言語設定
・ログアウト

発言に対するリア
クション
(good/bad 選択)

進むボタンで講義
を進める

質問したい時に入力 質問・話かけたい人物のアイコンをクリック

3D講師
の表示/
非表示

進捗確認バー
(講義テーマ/
キーワード)

アシスタン
トの出欠

受講中の科目、授業回タイトル

ボタンを押して講師からの解説を閲覧し、各人物と会話をしながら講義を進めるのが基本です。
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ボタンを押した時のAI講師からの解説(青枠)は、各回の授業資料をもとにAIが都度作成します。

解説のタイトルの横にある(Page.x)の文字は、実在講師が作成したオリジナルの授業資料へのリンクと
なっています。AI講師の解説が不明瞭であったり、おかしいと感じた時はこちらのリンクからオリジナ
ルの資料を参照し、正しい情報を確認してください。

実在講師作成の授業資料の該当ページ

AI講師の解説について
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会話メニュー

会話メニューでは、受講途中の講義の再開や
新規講義の開始ができます。

過去に中断した講義を選択すると、講義内容がロードされて再開できます。

「新規講義」ボタンで講義回選択画面が表示されます。
新しい会話履歴が作成され、講義を開始できます。

特定の授業回を指定せず、講師やクラスメイトと議論や雑談が
できる「フリートーク」を新規に開始することもできます。

フリートークの会話履歴も残ります。

会話メニュー下部には、システムの利用規約へのリンク
があります。ご利用にあたっては本規約に同意したもの
とみなします。



8

学習の進捗確認

上部の「講義テーマ」「キーワード」には受講中の講義
の進捗状況がバーで表示されます。クリックするとそれ
ぞれの詳細が表示されます。

講義テーマ キーワード

受講回ごとに含まれる
学習テーマ（目次）が
表示され、学習済みの
テーマが確認できます。

ここからテーマを選ん
で部分的な聴講も可能
です。

重要なキーワードに対
する学習網羅性も確認
できます。
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学生メニュー

右上のアイコン（POLITE上のアイコンと同じ、または〇の中に名前）
からは、習熟度や言語の設定、ログアウト（学習履歴保存）ができます。

習熟度は初回起動時の質問で判定されます
が、学習者自身で受講したいレベルとして
設定変更ができます。

言語設定を変更すると、画面上の
メニュー表示やタイトル、AIの発
言もすべて変更されます。

タイ語

中国語
(簡体字)

英語
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リアクションアイコンと音声解説

講師の発言後、リアクションアイコンと音声解説用のアイコンが表示されます。

発言内容が良かった場合、
にっこりマークを押して
「いいね」をしてみてくだ
さい。

逆に、発言内容が悪かったら、
こちらのマークを押してくだ
さい。

スピーカーアイコンを押すと音声解説が流れます。
解説の長さによっては再生までに時間がかかる場
合があります（ロード中は点滅、再生中は拡大・
縮小のアクションでお知らせします）。

※リアクションアイコンは、講師以外のAIの発言後にも表示されます。
※リアクションは、直前の発言に対してのみ可能です。
※リアクションの結果は、今後のAI発言の改善のために活用します。

再生中に再度アイコンをクリック
すると、音声が停止します。
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確認問題への解答

時々、講師から確認問題が出題されます。「確認問題」ボタンをクリックし、番号を選んで答えます。

講師からは、答えに対する解説があります。
不明点があればさらに質問すると良いでしょう。

また、授業の最後には文章で答える問題も出題
されますので、自分の理解度を試してみてくだ
さい。
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アシスタントの使い方

AIアシスタントが出席する科目では、アシスタントからプログラムの作成や実行のサポートが受けられます。

例：

バックグラウンドでプログラムを実行中はアシスタ
ントアイコンが点滅します。実行が終わると赤い吹
き出しでお知らせします。
※プログラム実行中でも「進む」ボタンで講義は進められます

赤い吹き出しのアイコンをクリックすると実行結果
が表示されます。

アシスタントも授業に参加（講師の発言を聴講）し
ているので、講師が解説したプログラムについて実
行を依頼することも可能です。

結果表示
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使い方のコツと注意事項

・講師を含め、システムに登場するAIの発言には間違いや曖昧性が含まれる可能性があります。
AIの発言内容がおかしいと感じた場合は、まずは質問欄に間違いの指摘や再考を求める内容を入力し
て送信してみてください。AIが発言を訂正することがあります。
それでもAIが頑固に同じことを言う場合は、発言をうのみにせず、実在の教員に確認するようにして
ください。

・講義回のすべてのテーマが終了した時点でも、キーワードが100%にならない場合があります。これ
は、AIの発言が臨機応変であるために起こります。その場合は、キーワード一覧上で未学習状態の
キーワードについて、入力欄でAI講師に直接質問してみてください。AI講師からの解説とともに、
キーワードが学習済みになります。

・講義進行に便利なショートカットキーがあります。以下のショートカットキー（windows）に慣れる
と、より快適に受講を進められるでしょう。

Ctrl + ↓ (下)

Ctrl + Enter

Ctrl + , (カンマ)

※ショートカットキーは、質問入力エリアがフォーカスされている(濃い黒枠で囲われている)状態で有効です。

Ctrl + . (ピリオド)

・AIの発言時、万が一考慮中の が表示されたままの状態になった場合、画面の右下の
ボタンを押してリクエストを一旦キャンセルすると、再開可能になります。


